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北の風後東の風や
や強く

（
横
浜
予
想
）

きょうの天気

県

三
セ
ク
の

損
失
補
償

治体負担は適法」
叫断分かれる別の判決と

「破
産
も
た
第
三
セ
ク
タ

ー
「
か
な
が
わ
廃
棄
物
処

理
事
業
団
」
の
借
入
金
を

公
金
で
損
失
補
併
し
た
の

は
遵
法
と
し
て
、
市
民
団

体
「
か
わ
さ
き
市
民
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
」
な
ど
が
、
知

事
と
横
浜
、
川
崎
の
両
市

長
に
約
四
十
三
億
円
の
返

還
や
損
害
賠
償
を
求
め
た

訴
訟
の
判
決
が
五
日
、
横

浜
地
裁
で
あ
っ
た
。
佐
相

浩
之
裁
判
長
は
「
財
政
援

助
制
限
法
で
禁
じ
ら
れ
た

債
務
保
証
に
当
た
ら
ず
、

違
法
で
は
な
い
」
と
し
て

原
告
側
の
請
求
を
棄
却
。

自
治
体
の
損
失
補
償
契
約

を
違
法
と
誅
め
た
別
の
高

裁
、
地
裁
判
決
と
は
判
断

が
分
か
れ
た
。

同
事
業
団
は
県
な
ど
の

出
資
で
、
二
〇
〇
一
年
か

ら
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設

「
か
な
が
わ
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
　
（
川
崎
市
）
を

運
営
し
て
き
た
が
、
廃
棄

物
の
排
出
量
減
少
な
ど
で

経
営
が
悪
化
し
、
一
〇
年

に
破
産
し
た
。
県
な
ど

は
、
同
事
業
団
が
返
済
不

能
と
な
っ
た
際
に
借
金
を

肩
代
わ
り
す
る
損
失
補
償

契
約
を
結
ん
で
い
た
。
‥

判
決
は
「
公
英
的
機
能

を
存
続
さ
せ
る
に
は
負
担

金
の
支
出
は
不
可
欠
だ
っ

た
」
と
指
摘
。
「
財
政
援

助
制
限
法
で
禁
じ
て
い
る

保
証
契
約
は
民
法
上
の
保

証
契
約
を
意
味
し
、
損
失

補
併
契
約
を
含
む
も
の
で

は
な
い
」
と
し
、
原
告
側

の
主
張
を
退
け
た
。

判
決
を
受
け
、
原
告
側

は
「
完
敗
。
行
政
べ
っ
た

り
の
不
当
判
決
だ
」
と
訴

え
、
控
訴
す
る
方
針
を
不

し
た
。
ノ
被
昔
側
の
黒
岩
祐

治
知
事
ら
は
「
主
張
が
認

め
ら
れ
適
切
な
判
決
と
考

え
て
い
る
」
な
ど
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。ノ

◇

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以

降
、
三
セ
ク
の
経
営
破
綻

が
相
次
ぎ
、
自
治
体
の
損

失
補
併
契
約
の
是
非
が
問

わ
れ
て
い
る
。
損
失
補
併

契
約
を
め
ぐ
る
過
去
の
訴

訟
で
、
横
浜
地
裁
が
〇
六

年
、
川
崎
市
の
三
セ
ク

「
か
わ
さ
き
港
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
」
に
つ
い

て
、
一
〇
年
に
東
京
高
裁

が
長
野
県
安
曇
野
市
の
三

セ
ク
妄
曇
野
菜
園
」
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
も
「
契

約
は
遵
法
」
と
認
定
し
て

■叫・


